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集
団
的
自
衛
権
行
使
を
狙
う
安
倍
政

権
。
憲
法
解
釈
見
直
し
に
む
け
た
議
論

が
は
じ
ま
る
。
議
論
の
本
質
は
「
他
国

の
た
め
に
武
力
行
使
す
る
こ
と
が
妥
当

か
ど
う
か
」
だ
。
妥
当
と
判
断
さ
れ
れ

ば
行
使
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
戦
争
が
で

き
る
国
と
な
る
。
絶
対
に
許
さ
な
い
。

　

北
海
道
で
も
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北

海
道
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。「
戦
争

を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
」
は
「
組
合
員

一
人
５
筆
以
上
」。
ひ
と
り
ひ
と
り
全

力
で
取
り
組
も
う
。
つ
ね
に
、「
戦
争
を

さ
せ
な
い
」
と
声
を
上
げ
、
世
論
に
拡

げ
、
国
民
運
動
に
つ
な
げ
よ
う
。

12日㈪　第16回執行委員会（札幌市）
15日㈭　沖縄平和行進（～ 18日、沖縄）
16日㈮　�「市民が主役」の政治をつくろう!北海道フォ

ーラムシンポジュウム（札幌市）
17日㈯　道本部学校活動家養成講座（札幌市）
21日㈬　連合北海道「第６回憲法講座」（札幌市）
23日㈮　第17回執行委員会（札幌市）
　　　　第４回拡大執行委員会（札幌市）
24日㈯　道本部学校活動家養成講座（札幌市）
　　　　北海道環境施設ユニオン定期大会（札幌市）
27日㈫　自治労第147回中央委員会（～ 28日、仙台市）

５月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

三浦綾子さん執筆の『銃口』を紹介しながら語る、森下辰衛さん

署名を手渡す大塚副事務局長（右）、受け取る川崎職員団体審
議官（左）＝４月15日

第85回

全道メーデー大会

STOP！

憲
法
は
戦
争
体
験
者
の
痛
み

憲
法
施
行
67
周
年 

北
海
道
集
会

暴
走
す
る
政
治

格
差
社
会
の
進
行

人
事
院
へ
提
出

２
４
５
万
筆

届
け
！
怒
り
の
声
！※�前回の機関紙で自治労北海道集約分を「209,434筆」とお知らせして

いましたが、「205,968筆」の誤りです。お詫びして訂正いたします。

本号の紙面

４
・
26
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー

�

集
会
・
講
演
会

４

フ
レ
ッ
シ
ュ
新
入
組
合
員
で
す

２

地
方
本
部
新
専
従
者
紹
介

３

2014年６月６日㈮

9：30～17：00（9：00～受付）

北海道自治労会館5F 大ホール
札幌市北区北6条西7丁目（TEL 011-747-1457）

場　所

と　き　

自治労北海道本部
第119回中央委員会

く
、
恐
れ
ず
に
決
意
を
持
っ

て
語
り
合
う
こ
と
が
大
事

だ
」
と
述
べ
た
。

　

森
下
さ
ん
は
、
三
浦
綾
子

さ
ん
が
執
筆
し
た
小
説
『
銃

口
』
を
紹
介
し
な
が
ら
講
演

し
、「
安
倍
政
権
は
、
景
気
の

回
復
だ
け
で
支
持
率
を
上

げ
、
巨
大
な
権
力
を
保
持
し

て
し
ま
っ
た
。
巨
大
な
権
力

と
は
人
間
を
家
畜
化
し
て
し

ま
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を

経
て
、
人
間
の
痛
み
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
今
の
憲
法
。
戦

争
体
験
者
の
痛
み
や
言
葉
を

尊
び
信
頼
す
る
こ
と
が
大

切
。
自
分
た
ち
の
言
葉
を
持

ち
、
人
間
を
人
間
と
し
て
、

命
を
命
と
し
て
捉
え
憲
法
を

守
る
運
動
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
」
と
訴
え
た
。

　

「
憲
法
を
私
た
ち
の
手

に
！
憲
法
施
行
67
周
年
北
海

道
集
会
」
が
４
月
30
日
、
札

幌
市
・
自
治
労
会
館
で
開
か

れ
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
の
集
会
は
、「『
銃

口
』
が
現
代
に
語
る
こ
と
～

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
の

難
し
い
時
代
に
」
と
題
し
て
、

森
下
辰
衛
・
三
浦
綾
子
記
念

文
学
館
特
別
研
究
員
・
全
国

三
浦
綾
子
読
書
会
代
表
が
講

演
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
上

田
文
雄
札
幌
市
長
は
、「
憲
法

改
正
議
論
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
。
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な

を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

た
。
大
会
後
は
、
札
幌
市
内

と
は
許
さ
な
い
。
仲
間
を
増

や
し
、
憲
法
改
正
に
む
け
た

議
論
の
矛
盾
を
自
ら
の
存
在

を
か
け
て
語
り
合
い
、
諦
め

る
こ
と
な
く
頑
張
ろ
う
」
と

訴
え
た
。

　

横
路
衆
議(

民
主
党
北
海

道
代
表)

は
、「
戦
後
の
日
本

社
会
の
基
本
は
憲
法
９
条
。

安
倍
政
権
は
富
国
強
兵
路

線
。
平
和
と
民
主
主
義
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
国
家
権
力

に
対
抗
す
る
力
を
強
化
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

大
会
で
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
は
じ
め
、

３
本
の
決
議
案
が
採
択
さ
れ

を
自
ら
変
更
で
き
る
と
い
う

考
え
は
間
違
い
。
来
年
の
統

一
自
治
体
選
挙
を
国
政
選
挙

の
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
全
力

を
あ
げ
る
」
と
強
調
し
た
。

最
後
に
「
『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ

Ｅ 

格
差
社
会
！
暮
ら
し
の

底
上
げ
実
現
』
の
声
を
あ
げ
、

格
差
社
会
の
進
行
と
暴
走
す

る
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
た
め
、
連
合
が
先
頭
に
立

ち
た
た
か
う
」
と
述
べ
た
。

　

大
会
に
駆
け
つ
け
た
上
田

札
幌
市
長
は
、「
安
倍
政
権
は

憲
法
解
釈
見
直
し
を
狙
っ
て

い
る
。
憲
法
を
自
分
の
都
合

の
良
い
よ
う
に
解
釈
す
る
こ

た
。
ま
た
「
労
働
者
派
遣
法

の
改
正
案
は
、
労
働
者
保
護

に
逆
行
す
る
『
生
涯
ハ
ケ
ン

で
低
賃
金
』
の
改
悪
法
案
で

あ
り
認
め
ら
れ
な
い
」
と
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
、「
選
挙
で

勝
っ
た
政
権
が
、
憲
法
解
釈

　

連
合
北
海
道
・
工
藤
会
長

は
、「
春
闘
で
、
１
０
４
組
合

の
平
均
賃
上
げ
額
は
前
年
同

期
比
３
５
３
円
増
の
月
４
８

８
４
円
に
な
っ
た
。
今
後
も

地
場
や
中
小
に
波
及
す
る
取

り
組
み
を
続
け
る
」
と
述
べ

　

今
年
の
労
働
者
の
祭
典
メ

ー
デ
ー
大
会
は
、「
戦
争
の
で

き
る
国
づ
く
り
」
に
つ
き
す

す
む
安
倍
政
権
の
暴
走
、
労

働
法
制
の
改
悪
な
ど
、
大
き

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中

で
の
開
催
に
な
っ
た
。

　

小
雨
が
降
る
な
か
、
第
85
回
全
道
メ
ー
デ
ー
大
会
が
５
月
１
日
、
札
幌
市
・
大
通
西

８
丁
目
広
場
で
開
か
れ
、
約
５
、
５
０
０
人
が
参
加
し
て
労
働
条
件
の
改
善
や
格
差
の

是
正
を
訴
え
た
。

【最終集約数】

【自治労北海道】

2,457,082筆
205,968筆

自治労道本部書記を募集します！

【応募期間】

☆お問い合わせは道本部・企画総務部まで➡011-747-3211

2014年５月12日㈪～６月６日㈮必着

応募方法は道本部ＨＰをご覧ください

６月の中央委員会で正式に加盟予定の、医療生協職員労働組
合の仲間もメーデーに参加した

さっぽろ公共サービス労組の仲間

雨の降る天候のなか、5500人が参加し、団結を固めた＝５月１日

大会後は、札幌市内をパレードした

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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13
地
方
本
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
新
入
組
合
員
で
す

　

組
合
活
動
を
ほ
と
ん
ど
し

て
い
な
い
自
分
が
ま
さ
か
の

専
従
に
…
。
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
雄
大
な
羊
蹄
山
を
眺

め
な
が
ら
各
単
組
の
運
動
が

少
し
で
も
前
進
す
る
よ
う
、

２
年
間
の
任
期
を
全
力
で
努

め
て
い
き
ま
す
。
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
１
日
か
ら
専
従
と
し

て
着
任
し
、
今
ま
で
と
は
違

っ
た
環
境
で
、
戸
惑
い
も
あ

り
ま
す
が
、
各
組
織
の
自
治

運
動
の
推
進
を
は
か
る
た

め
、
全
道
の
仲
間
と
と
も
に

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
新
入
組

合
員
同
様
に
緊
張
の
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し
で

も
各
単
組
の
運
動
が
前
進
で

き
る
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら

も
専
従
者
と
し
て
の
責
任
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

２
年
間
職
場
を
離
れ
町
も

自
分
も
見
直
す
良
い
機
会
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
干
、
反
応
の
鈍
さ
と
変
化

球
に
弱
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
が
、
運
動
前
進
の
た
め
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
て
、
生
ま
れ
故
郷

を
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
専
従
と
い
う

重
責
を
担
え
る
の
か
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
、
地
元
に

い
る
幼
子
の
心
配
も
あ
り
ま

す
が
、
無
事
に
任
務
を
全
う

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
の
町
『
知

床
』
か
ら
、
４
月
に
専
従
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
任
期
３
年

間
を
み
な
さ
ま
の
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
に
着
任
し
て
す
ぐ
に

見
た
『
給
与
制
度
総
合
的
見

直
し
』
に
対
す
る
署
名
行
動

の
集
約
表
、
十
勝
地
本
の
達

成
率
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
各
単
組
・
総

支
部
の
運
動
の
継
続
と
更
な

る
強
化
を
め
ざ
し
て
頑
張
り

ま
す
。

後
志

渡
島

胆
振

日
高

網
走

釧
根

十
勝

（
積
丹
町
職
）

（
函
館
市
職
連
）

（
厚
真
町
職
）

（
様
似
町
職
）

（
美
幌
町
職
労
）

（
羅
臼
町
職
労
）

（
中
札
内
村
職
）

佐
藤
　
理

書
記
次
長

高
畠
　
学

書
記
次
長

渡
辺
　
誠

書
記
長

大
澤
　
清
一

書
記
長

立
花
　
良
行

書
記
次
長

鈴
木
　
佑
太

書
記
長

平
山
　
直
人

書
記
長

４月から新しい顔

地方本部新専従者紹介 よ
う
こ
そ
！
自
治
労
へ

　

新
た
に
仲
間
と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
自

治
労
へ
！
道
本
部
青
年
部
長
の
瀧
口
和
成
で
す
。

青
年
部
運
動
で
一
番
大
事
に
し
て
い
る
の
は
「
仲
間
づ

く
り
」
で
す
。

　

全
道
・
全
国
の
多
く
の
仲
間
と
「
学
習
」「
交
流
」
し
、

よ
り
良
い
職
場
環
境
と
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
構

築
す
る
た
め
、
青
年
ら
し
く
大
胆
に
「
実
践
」
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
を
担
う
の
は
私
た
ち
青
年
部

の
仲
間
で
す
！
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

宗谷地本

留萌地本

上川地本

網走地本

釧根地本十勝地本

日高地本

胆振地本

渡島地本

檜山地本

後志地本

石狩地本
空知地本

瀧口　和成
青年部長
自治労北海道本部

　地方本部専従者は現在総勢18人で、春と秋に交代し
ます。今回は７人が新たに着任しました。
　組合員のみなさん、よろしくお願いします。

年齢・出身地
趣味や特技
自己紹介と決意

１
２
３

さわやか新入組合員に聞きました！
　新しく職場に入った仲間たちで
す。少しずつ仕事にも慣れてきた頃
ですね。
　本号では、各地方本部から13人の
フレッシュな新入組合員をご紹介し
ます。趣味や決意を聞きました。

給与やボーナス（一時金）からの天引
きで積立てる預金です。１回の加入手
続だけで、知らず知らずのうちに計画
的な貯蓄ができます。 人生の先は長いというのがまだ実感できないのは当然だけれど、

想像力を働かせて長期の積立期間と受取計画を考えてみよう。

積立中に資金が必要になっても、いつでも払戻しが可能です。

住まいの資金づくりに最適です。

渡島地方本部
福島町職労

尾崎 司
か ず み ち

宙さん

①24歳・今金町
②ドライブ、散歩、読書
③ 水産商工課に配属となりました。

海があるまちで海に関わる仕事
に携わることができて、やりがい
を感じています。まだまだ勉強す
ることばかりですが、初心を忘れ
ず一生懸命精進していきたいと
思います。

空知地方本部
砂川市職労

高
こ う づ る

鶴 湧
ゆ う と

斗さん

①22歳・秩父別町
②バスケットボール、ドラム
③ 建設部土木課下水道係に配属さ

れました。早く砂川市のことを覚
えて仕事に役立てたいと思いま
す。新人のためご迷惑をかけるこ
ともありますが、やさしい先輩方
の力になれるよう頑張ります。

檜山地方本部
上ノ国町職

大橋　朗
ほがら

さん

①22歳・札幌市
②小学生の時からやっているロッ

ククライミング
③ 生まれも育ちも札幌ですが、どう

しても町の保健師になりたくて、
札幌から上ノ国へ250㎞引っ越し
てきました。まだ右も左もわから
ない新米保健師ですが、いつか住
民に信頼されるような保健師を
めざして精一杯頑張ります。

胆振地方本部
室蘭市職労

山崎 哲
さ と し

嗣さん

①19歳・福島県
②バスケットボール、アニメ、レジ

打ち、肩もみ
③ 私は今年で20歳になります。仕事

面でも人生面でもまだまだ新米
なので、色々と迷惑をかける事も
あるとは思いますが、ご指導のほ
どよろしくお願いいたします。

日高地方本部
日高町職

佐藤 雄一郎さん

①22歳・日高町
②スポーツ、野球
③ 税務課・課税グループに配属さ

れました。生まれ育ったこの「ま
ち」のために、浅学非才の身です
が、ご指導・ご鞭撻をいただきな
がら、一刻も早く行政のプロとし
て認められるよう頑張ります。ど
うぞよろしくお願いします。

網走地方本部
網走市労連

瀬尾なつみさん

①22歳・網走市
②読書、茶道
③ ４月から子育て支援課こども家

庭係に配属になりました。市民の
方に直接触れる機会が多く緊張
しますが、お子さん連れが多いの
で毎日小さい子に癒されながら
仕事ができています。

釧根地方本部
厚岸町職

上野 まゆさん

①21歳・厚岸町
②読書、楽器演奏
③ 教育委員会生涯学習課厚岸情報

館に配属されました。町民との関
わりを大切にし、誰もが利用しや
すい図書館づくりをしていきた
いと思いますので、よろしくお願
いいたします。

十勝地方本部
清水町職

日高 達夫さん

①24歳・帯広市
②読書、スポーツ
③ 十勝で生まれ育ったので、社会教

育の仕事をとおして少しでも恩
返しができれば、嬉しいです。組
合員としてもしっかりと働いて、
みなさんと交流を深めていけれ
ばと思います。

留萌地方本部
増毛町職

山本 菜月さん

①18歳・留萌市
②読書、音楽鑑賞、スポーツ
③ ４月から税務町民課戸籍係で働

くことになりました。一日も早く
仕事を覚え、住民のお役に立てる
ようになりたいです。そして自分
の若さを活かし、組合活動にも積
極的にチャレンジしたいです。

宗谷地方本部
全道庁労連宗谷総支部

栗山　愛 さん

①24歳・札幌市
②料理、読書
③ 税務課納税係に配属となりまし

た。まだまだわからないことだら
けですが、日々努力を重ね、知識
や経験を吸収していきたいと思
います。

上川地方本部
上富良野町職

鈴木 佑果さん

①18歳・上富良野町
②音楽鑑賞
③ ４月から町民生活課生活環境班

に配属されました。不安や焦りも
ありますが、上司や先輩方に支え
てもらいながら、日々新しいこと
を学んでいます。生まれ育った上
富良野で精一杯頑張ります。

後志地方本部
京極町職

田中 敦司さん

①22歳・京極町
②野球、テニス、犬の散歩
③ ４月１日から税務課職員として

働くことになりました。生まれ育
ったこのまちで、町民のために働
けることをとても光栄に思いま
す。京極町の発展に貢献していけ
るように日々精進していきます
ので、よろしくお願いします。

石狩地方本部
当別町職

瀬川 琴乃さん

①22歳・札幌市
②料理、書道
③ 総務課総務係に配属になりまし

た。先輩の力を借りながら、一日
も早く仕事を覚えて当別町で暮
らすみなさんに貢献できるよう
に頑張ります。よろしくお願いし
ます。

抽選で
500
名様
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４
月
１
日
、

道
本
部
に
身
を

投
じ
て
か
ら
早

や
一
カ
月
が
経

と
う
と
し
て
い

る
。
位
置
付
け

は
、
自
律
的
労

使
関
係
対
策
の

臨
時
執
行
委
員
と
し
て
、
ま

た
、
組
織
強
化
拡
大
推
進
委

員
と
し
て
、
未
組
織
未
加
盟

及
び
衰
退
状
況
に
あ
る
各
単

組
の
対
策
な
ど
で
あ
る
。
ま

だ
何
か
ら
ど
う
手
を
つ
け
て

い
い
も
の
や
ら
日
々
摸
索
し

て
い
る
。
早
く
サ
イ
ク
ル
を

習
慣
・
体
感
し
た
い
。
ま
ず

は
で
き
る
限
り
会
議
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
研
修
ｅ
ｔ
ｃ
…
に

参
加
し
、
現
状
の
諸
課
題
を

見
極
め
自
分
な
り
に
分
析
を

し
た
中
で
着
実
に
進
ん
で
い

き
た
い
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
前
の
職

場
で
は
徒
歩
2
分
で
着
い
て

い
た
の
が
、
い
ま
は
30
分
～

40
分
か
け
て
通
勤
し
て
い

る
。
朝
の
地
下
鉄
通
勤
の
ラ

ッ
シ
ュ
に
慣
れ
る
に
は
、
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
。
特
に
吊
り
革
を
も
て
な

か
っ
た
時
の
発
着
時
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
の
は
下
半
身
に

き
つ
い
も
の
が
あ
る
（
笑

い
）。
こ
の
通
勤
も
仕
事
同
様

早
く
慣
れ
た
い
も
の
だ
。
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
と
と
も
に

『
団
結
』し
て
頑
張
り
ま
す
。

男
の
決
断
と
し
て
『
男
決
』

で
あ
る
。�

（
兼
村
憲
三
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

多くの新規採用者が集まったオリエンテーション

【
網
走
地
本
発
】
全
道
庁
労

連
網
走
総
支
部
で
は
、
毎
年

4
月
に
新
規
採
用
者
加
入
対

策
の
一
環
と
し
て
、
当
局
が

実
施
す
る
新
人
研
修
の
昼
食

時
に
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
実
施
し
て
お
り
、
組

合
運
動
の
周
知
と
加
入
促
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
井
本
青
年
部
副

部
長
か
ら
労
働
運
動
と
仲
間

作
り
の
重
要
性
が
熱
く
語
ら

れ
、
短
時
間
な
が
ら
も
濃
い

内
容
で
し
た
。
緊
張
の
面
持

ち
の
参
加
者
か
ら
は
「
組
合

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

翌
日
に
は
網
走
市
内
の
焼

き
肉
店
を
会
場
に
「
新
採
歓

迎
会
」
を
実
施
。
こ
ち
ら
も

大
勢
の
参
加
が
あ
り
「
同
期

が
い
な
い
職
場
な
の
で
、
こ

う
し
た
機
会
を
つ
く
っ
て
も

ら
え
て
嬉
し
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

近
年
、
道
は
新
規
採
用
者

数
を
増
や
し
て
お
り
、
今
年

は
網
走
管
内
だ
け
で
も
49
人

と
か
な
り
の
大
所
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
人

数
に
私
た
ち
の
労
働
運
動
を

知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
今

回
の
企
画
を
含

め
、
よ
り
丁
寧

な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

網
走
総
支
部

で
は
、
新
規
採

用
者
の
全
員
加

入
を
め
ざ
し
、

引
き
続
き
取
り

組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
全
道
庁
労
連

網
走
総
支
部
＝

書
記
長
・
久
保

田
寿
広
）

新
規
採
用
者
の
全
員
加
入
め
ざ
す

　

新
制
度
に
お
け
る
「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の

職
員
は
「
保
育
教
諭
」
と
さ

れ
「
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
」

と
「
保
育
士
資
格
」
を
併
有

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
以
前
に
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
制
度
移

行
後
５
年
間
は
い
ず
れ
か
を

有
し
て
い
れ
ば
よ
い
と
す
る

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
間
に
所
有
し
て
い
な
い
方

の
免
許
・
資
格
を
取
得
し
や

す
く
す
る
措
置
も
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
た
め
の
費
用

や
勤
務
の
取
り
扱
い
が
議
論

さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
制
度
の
議
論

と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い

「
産
業
競
争
力
会
議
（
一
般

社
員
の
残
業
代
ゼ
ロ
も
提
案

し
て
い
ま
す
）」か
ら
新
た
に

「
准
保
育
士
」
な
る
資
格
を

新
設
し
、
育
児
経
験
の
あ
る

主
婦
な
ど
に
保
育
士
不
足
を

補
っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
っ

た
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
も
っ
て
新
制

度
に
お
け
る
基
準
が
直
ち
に

骨
抜
き
に
さ
れ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
「
チ
ル
ド
レ
ン
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
理
念
を
脅

か
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は

確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

「チルドレン・ファースト」
 の理念脅かす「準保育士」

㊶

集会後は、「原発再稼働を認めない」とシュプレヒコールを上げデモ行進した＝４月26日

451人が参加した講演会＝４月19日、札幌市自治労会館

福島原発事故の経験を語る都築さん

チェルノブイリデー市民講演会

４.26
チェルノブイリデー

平
凡
で
幸
せ
な
生
活

原
発
で
奪
わ
れ
た
!!

法
律
・
技
術
の
対
策
推
進

　

先
月
31
日
か
ら
４
月
４
日
の
間
、
ア
メ

リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
安
倍
首
相
の
発
言
や
靖
国
参
拝
な

ど
に
よ
っ
て
日
本
の
政
治
情
勢
が
、
あ
ま

り
に
極
端
に
右
翼
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
な

い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治

勢
力
も
存
在
し
、
国
民
の
多
く
も
首
相
が

進
め
る
歴
史
修
正
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と

を
、
オ
バ
マ
大
統
領
訪
日
前
に
大
統
領
に

影
響
力
を
持
つ
人
々
に
会
っ
て
伝
え
る
こ

と
。
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
に
関
す
る
ア

メ
リ
カ
の
本
音
を
把
握
す
る
こ
と
、
な
ど

を
目
的
に
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
訪
米
団
を

派
遣
（
と
い
っ
て
も
自
費
で
す
が
）
し
た

の
で
す
。
本
当
に
多
く
の
人
と
会
い
ま
し

た
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
や
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
も
初
め
て
入
り
ま
し
た
。

　

感
じ
た
の
は
想
像
以
上
に
靖
国
参
拝
な

ど
安
倍
首
相
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
懸
念

が
大
き
か
っ
た
こ
と
で
す
。
日
中
、
日
韓

関
係
の
信
頼
醸
成
を
強
く
求
め
ら
れ
ま
し

た
。�

（
４
月
15
日
東
京
に
て
）

安
倍
首
相
の
政
治
姿
勢
に
懸
念

㉓

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
５
月
23
日

（
金
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）
当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

が
経
験
し
た
思
い
を
北
海
道

の
人
た
ち
に
し
て
ほ
し
く
な

い
。
仕
事
、
家
族
、
友
達
、

家
を
手
放
さ
な
い
と
平
和
で

健
康
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う

思
い
は
叶
え
ら
れ
な
い
。
原

発
事
故
と
は
そ
う
い
う
も
の

だ
。
子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち

大
人
が
守
る
大
事
な
存
在
。

心
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

周
り
の
人
も
、
国
も
大
丈
夫

だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
不
安

に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ

た
と
こ
ろ
、
放
射
線
が
50
倍

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
、
被

爆
を
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

こ
こ
を
出
る
し
か
な
い
と
思

い
北
海
道
に
来
た
。
泊
原
発

で
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
み
な

さ
ん
も
間
違
い
な
く
逃
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち

　

主
催
者
を
代
表
し
船
橋
・

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

理
事
長
が
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
か
ら
28
年
経
過

し
た
が
、
ま
だ
収
束
し
て
い

な
い
。『
原
発
を
も
う
二
度
と

動
か
さ
な
い
』『
同
じ
よ
う
な

事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
』
と

い
う
事
を
世
界
に
む
け
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
。
市
民
に
伝
え
る
場
で
、

原
発
反
対
の
声
を
あ
げ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

4
月
26
日
11
時
に
、
大
通
公

園
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー

市
民
集
会
が
開
か
れ
３
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

４
月
26
日
、
世
界
の
原
発

史
上
で
最
悪
と
な
っ
た
旧
ソ

連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
か
ら
28
年
、
今
年
も
、

こ
の
こ
と
が
今
の
国
で
は
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
被
爆
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
原
発
は

必
要
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、「
原
発
の
再
稼
働

は
認
め
な
い
」
と
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
北
電
ま
で
デ
モ
行

進
し
た
。

　

４
月
19
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
デ
ー
市
民
講
演
会
」
が

開
か
れ
、
市
民
ら
４
５
１
人

が
参
加
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
・
ア
ン

ナ
・
コ
ロ
レ
フ
ス
カ
副
館
長

は
、
事
故
当
時
の
状
況
や
、

現
在
も
続
く
処
理
作
業
の
よ

う
す
を
写
真
を
交
え
な
が
ら

報
告
し
、「
事
故
当
初
の
対
応

が
遅
れ
た
。
原
発
事
故
は
常

に
地
球
規
模
の
影
響
が
出
て

し
ま
う
。
法
律
や
技
術
の
面

で
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
す
す
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
児
科
病

院
に
勤
務
す
る
、
バ
レ
ン
テ

ィ
サ
・
ザ
ム
ラ
医
師
も
講
演

し
、「
現
地
で
は
が
ん
の
発
生

率
が
事
故
以
降
上
昇
し
て
い

る
。
事
故
か
ら
28
経
っ
た
現

在
も
被
害
は
収
束
し
て
い
な

い
」
と
述
べ
た
。

　

つ
づ
い
て
、
各
地
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
、
福
島
の
都
築
啓
子

さ
ん
が
「
福
島
原
発
事

故
で
、
平
凡
で
幸
せ
な

生
活
を
奪
わ
れ
た
。
私

は
、
は
ず
か
し
い
こ
と

に
、
原
発
事
故
が
起
き

る
ま
で
、
原
発
や
放
射

能
の
こ
と
に
興
味
も
関


